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はじめに	  
	 日奈久断層は，熊本県上益城郡益城町木山付近から葦北郡芦北町を経て，

八代海南部に至る断層帯とされている（地震調査研究推進本部 地震調査委員
会, 2014）． 
	 本断層帯は，概ね北東〜南西方向に延び，全体の長さは約81kmであると
見積もられている．日奈久断層は過去の活動時期から，益城町木山付近から

宇城市豊野町山崎付近まで延びる高野—白旗区間（約16km），宇城市豊野町
山崎付近から芦北町の御立岬付近の日奈久区間（約40km）および御立岬付
近から八代海南部に位置する可能性がある八代海区間（約30km）に区分さ
れています．日奈久断層は，断層南東側が相対的に隆起する鉛直成分を伴う

右横ずれ断層と考えられている．この日奈久断層は，日奈久区間の八代付近

で臼杵—八代構造線を切っていると考えられていた（松本・勘米良, 1964）.  
日奈久断層の新知見 
	 日奈久断層は，北から高野—白旗区間，日奈久区間および八代海区間に分け

られているが，日奈久区間の八代付近から南は，次に記す地質学的証拠によ

り臼杵—八代構造線の延長と考えられる． 
（地質学的証拠） 
1．下部白亜系八代山地は，臼杵—八代構造線と猫谷構造線とに挟まれた宮地
帯，猫谷構造線と深水構造線とに挟まれた日奈久帯に２区分されているが，

これらの区分が八代から南の御立岬付近にも連続していることが地質調査と

産出二枚貝類化石より明らかになった． 

2．八代山地の臼杵—八代構造線沿いには，中～酸性の貫入岩類が多く観察さ
れるが，これら貫入岩類が八代から南の御立岬付近にも観察される． 
3．御立岬付近の海岸線は顕著な断層地形が認められる． 
（地質的な意義） 
	 八代山地の臼杵—八代構造線の南側の宮地帯には，特徴的な八代型二枚貝化

石を多産する八代層が分布するが，鹿児島県川内市の久見崎層からも同じタ

イプの二枚貝化石群を産出する．この事実より，この地域は少なくとも宮地

帯の延長部と考えられる．この結論と九州の地体構造から判断すると，川内

市沖合に臼杵—八代構造線が定置している可能性が高いことを示しているた

め，その海域の反射法地震探査震度断面等を作成するとともにその地質学的

解釈が求められる． 

 

日奈久断層と臼杵—八代構造線との関係（唐木田他 1992 九州地方より一部引用・加筆） 
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